
Ⅲ 自己点検 ･評価委員会報告

1998年度に引盲続き研究所の自己点検 ･評

価が以下の委員によって実施された｡2000年度

に自己点検 ･外部評価を行うことを目標として､

1999年度は国立大学の独立行政法人化の内容を
検討した｡そのために5月26日､国立歴史民俗

博物錨､篠原 徹教授による r独立行政法人化に

ついて｣という題の所内談話会を開催し､所員に

独立法人化の内容を説明して頂いた｡

さらに大学評価機関 (仮称)創設準備委員会

中間報告と特に研究所にとって重要な分野別教育

評価と分野別研究評価の内容､科学技術に関する

行政監査で要求されている研究課題の評価内容を

検討し､それらについてのまとめを2000年1月の

協議委員会で報告した｡2000年度には独立法人

化を視野にいれた外部評価を実施しその結果を

ホームページに掲載することを予定している｡

また研究所の広報活動の自己点検評価を実施

し､本年度はホームページの充実を図ることとし

た｡ホ-ムページに掲載するものとして､研究所

の目的と目標､分野の日的､目標と研究活動やス

タッフの情報､霊長類研究所年報,霊長類字系カ

リキュラム,すでに印刷されている自己点検･評

価報告書 ｢サルとヒトの接点を求めて｣1996年､
r明日の霊長類学の創造に向けて｣1997年､r21
世紀を目指す霊長研｣1998年,また rサル規の
飼育管理および使用に関する指針｣と r野生霊長

短を研究するときおよび野生由来の霊長類を中人

して研究するときのガイドライン｣等が考えられ

ている｡

自己点検 ･評価委員会 :石田茂光･小嶋詳三･

横井芳雄 ･茂原信生･中村克樹 ･竹内克己･

林 基治･浜田 穣 ･平井啓久 ･松村秀一

(文責 :林 基治)

ⅣCOEとしての活動

1.COE形成基礎研究費
r村人猿の進化と人類の成立｣

q>iLdi長枕研究所および京都大学動物学教室の類

人狼研究グループは､表記の課題で平成10年度

から文部省科学研究費の交付を受けている｡研究

日的､中田の経紬等についての概要は昨年度

(1999年度)の年報に記した｡今年度は研究発足後
の2年の経過について咋年度末に開催した研究成

果報告会での発表を元にまとめたい｡

奉研究課月別ま､人類の起源を考察するために､

系統発生的に最も近縁の類人猿の進化を学際的に

研究することを目的としている｡チンパンジーを

初めとする類人狼は､進化史上この系統からヒト

科を萌出させたという点で､霊長短の中でも特別

な地位にある｡そこで頬人放研究グループを1)行

動､生態.社会､2)形態,古生物学､3)認知､

脳科学､4)通伝学.分子生物学の四班にまとめ,

研究計画の初期にはそれぞれの斑の研究を深め､

後半にはそれらの連携をはかることを考えた｡

まず生態班では､アフリカの類人猿について

種内亜種間.種間の生態､社会､行動上の変異を

比較するととも.束アフリカのフィールドに大学

院生を長期に派遣し｢毛づくろい行動｣を社会交渉

との関連で解析する事を目的とした｡また同行助

を三種のアフリカ類人猿で比較する研究会を持っ

た｡ギニアのポッソウ､タンザニアのマハレでは

チンパンジー社会の父子判定のための試料､糞.

尿,体毛を収集した｡新しいフィールドであるウ

ガンダのカリンズでも試料を採集した｡ここでは

観察の歴史が浅く,詳しい観察は今後であるが.

その前に遊動域におけるオス･メスの分布状態を

明らかにするため.糞､体毛を用いたDNA分析

による性判別法を確立した｡テナガザルの行動と

遺伝分析ではヒト及びニホンザルで開発された､

マイクロサテライト分析用のプライマーを調べテ

ナガザルで有効なものを選別し､突際の迫伝分析

を開始した｡

形態班では､､身体構成要素が骨格,脂肪､除

脂肪軟部組続に大別されることに着目し､MRI等
の非侵襲的方法でのそれらの測定を継続した｡ヒ

トはその体脂肪率が非常に高いことで特徴づけら
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れる｡ヒトが過酷な現境であるサバンナへ進出し

た郡と関連するのかも知れない｡チンパンジーの

新生児の縦断的あるいは横断的な測定によって進

化との関連での考窮が可能になると考えている｡

アジアにおける類人伯化石の研究でも進展があっ

た.タイにおける調査は､中国璽両省等と比べい

わゆる荒れ地が少なく化石発掘場所は多くはない

が､社会基盤の整備により,調査の効率は良い｡

耶尖北部タイで､タイ.フランスとの共同調査に

より1500万年前の類人猿の下顎大臼歯の化石が

発見された｡

鉄人猿の脳科学研究では､1)類人猿各種にお

ける前頭葉の割合や左右脳の大きさの比較等の脳

のマクロな形態学,2)脳の各階層の厚みや細胞の

大きさ等の脳組紙すなわち細胞構築学的研究､3)

機能MRIおよびPETなどによる機能画像研究､4)

さらには左右脳半球の機能分化の研究等が考えら

れる｡研究の1)と2)は例えば動物園等で死亡した

類人猿の脳で研究が可能であるが､管理体組織の

追いがあり現在関係を作るべく努力している段階

である｡研究3)はPET等で半減期のきわめて短

い放射性物質の投与が必要になるが､ヒトの場合

と異なり実験動物の場合は殺処分という法規制が

あり､類人猿では事実上不可能である｡しかしな

がら今年度はマカカ属サルを用いた予備実験によ

り.試料の入手､法怒偏等の間項の解決によりこ

れらの研究が可能であることが示された｡またチ

ンパンジーの妊娠末期の死産児の脳について､ヒ

トからオランウータンまでにしか存在しないとさ

れる.帯状回におけるSpindleCellの存在を明ら

かにし､それらは胎生末期にすでに存在すること

を明らかにした｡また動物の行動に大きな影響を

与える生殖関連ホルモンを糞や尿等を用いて測定

することを可能とした｡今後フィールドでの分析

が期待される｡

分子生物学研究では､アフリカ類人猿.チン

パンジーの3亜種､西と東のローランドゴリラに

ついての地域変異の遺伝学的研究を進めた｡まと

まった結果としては類人猿のリハビリテーション

センターでの死亡個体から得た試料､したがって

出自は完全に明らかでない試料であるが,現在す

でに多くの体毛や朱のYl料を収処しているので､

今後それらの分析を進める｡問の蛋白分解酵素で

あるペプシンを､ヒト化により顕著となった肉食

との関連で迫伝子レベル､発現レベルで調べてい

る｡予孤TJに反し植物食が基本の忠良FIでその活性

は高く､むしろ肉食動物で低いという結果が狩ら

れている｡タンパクTtという必罰栄荘窮の消化吸

収という枕点から進化史との閃迎での考無に邦味

が持たれる｡

霊長類研究所では二年続きでテナガザルの讃

生があった｡形態学的発達､迎動機随､ほ知機能

の発達等の研究が進行している｡来年度はチンパ

ンジーの誕生が予定されている｡それらの新生児

の発達研究は格段の進歩が期待される｡

(文穴:竹中 修)

2.国際シンポジウム及び
その他の学術集会

第2回COE公開シンポジウム報告

｢マハレのチンパンジー :調査開始35周年を来年

にひかえてJ

日 時 :1999年7月17日(土)

場 所 :京都大学盟長和研究所大会は室

演 者 :11名

参加者 :約50名

1999年7月17日(土)午後､本研究所大会拭

宝において.節2回COE公開シンポジウム ｢マハ

レのチンパンジー :鋼玉開始35周年を来年にひ

かえて｣を開催した｡マハレのチンパンジーをめ

ぐって.11名の77;者によるさまざまな話題提供

があった｡プログラムは以下のとおりであった｡

なお講演要旨は rCOE形成基礎研究 ･ニューズ

レターJ第2号(平成12年2月25日発行)に掲載さ

れている｡

座長 :川中鯉二(岡山理科大)

1.西田利貞(京都大･埋)r調査初期の研究とア
ルファ班の歴史J

2.乗越胎司(上智大)r植生､食べ物､遊動パ
ターンおよび熊田サイズ :国立公園開設前後の

約20年間 (1975-1998)におけるM群の変容｣

3.伊藤嗣子 (京都大)｢果実食物のアベイラビ

リティーとチンパンジ-のパーティー ･サイ

ズ｣
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4.上田盃男(京都大 ･霊長研)r噛乳類相の変遷｣
5.保坂和彦(京都大 ･霊長研)rマハレのチンパ
ンジーにおける狩猟 ･肉食行動の研究 :長期調

査と短期調査の相互補完について｣

6.福田史夫(共立薬科大)rマハレB群の行動域｣

肘油

座長 :早木仁成(神戸学院大)

7.坂沓哲也(京都大)r1999年度調査計画 :チ
ンパンジーの対面的相互行為分析の視点｣

8.座燭桝一郎(京都大)r1999年度調査計画 :
チンパンジーと外部寄生虫の関係j

9.松本晶子(京都大 ･理)｢機会的な交尾にみら
れる雌の選択:繁殖行動の分析における長期継

続データの重要性｣

10.中村共知夫 (京都大)rDunbarの言語進化

仮説の検討 :チンパンジーの毛づくろいのク

リーク･サイズとヒトの会話のクリーク･サイ

ズの比較からJ

ll.耗凪万舞句 (京都大･霊長研)rチンパンジー
の張呑み込み行動 :マハレとプドンゴの比較｣

肘言論

コメント:竹中 修 (京都大･霊長研)

世話人 :上原韮男 ･東風万舞旬 ･松本晶子 ･

保坂和彦

予揃綱査をへたあと､マハレのチンパンジー

の良川研究は1965年に西田利貞によって開始さ
れた.4つの杭題はそのような長期継続データに

もとっく発表であった｡チンパンジーの社会構造

や祉全行動を調査するなかで,生息地の生態学的

な益盤を明らかにする意義が再認識されている｡■

拙物相や動物iiJの遷移および現存量(バイオマス)

を把超し,チンパンジーの利用と重ね合わせよう

とした成果が3件発表された｡マハレ生態系の解

明とともに､はかの調査域との比較研究がますま

す血要になってくる｡そのような研究のひろがり

を念頭においた発表が2超あった｡またマハレで

研究を始める予定､あるいは開始したばかりの若

手研究者からの研究展望の紹介が2題あった｡

2000年に調査開始35周年をむかえるマハレ

での研究は.マハレ生態系のなかでチンパンジー

がしめる役割の位置づけと､長期調査がつづけら

れているはかのチンパンジー調査地との比較とい

う2つの局面で.今後の発展が期待されよう｡

(文資:上原盃男)

第2回サガ ･シンポジウム

｢大型類人猿の研究 ･飼育 ･自然保護｣

日 時 :1999年11月16日(火)-17日(水)

場 所 :犬山国際観光センター ｢フロイデ｣

参加者 :約300名

昨年に引き続き11月16日(火)の午後1時
から17日(水)午後6時半まで､犬山国際配光セ

ンターでおこなった｡サガ (SAGA)は､rアフ
リカ ･アジアに生きる大型類人猿を支援する宛

い｣の英文略称である｡京都大学霊長戟研究所の

教官が中心tlなって推進しているNPO活動であ
る｡

第-部は､｢日本のチンパンジーの将来像J

と超し､日本が保有する約400個体のチンパン

ジーの将来をさまざまな角度から考えた｡企画

者 :松沢哲郎 ･松林清明(京都大学霊長籾研究

所)､吉川泰弘(東京大学 ･農学生命科学)､平井百

樹 (東京大学 ･新編域創成科学)､吉倉 磨く国立

国際医療センター)､鈴木 宏(宮川康子記念研究

財田),早坂郁夫(三和熊本霊長琉センター)､吉原

桝一郎(東京多摩動物公園)｡

講演はJ平井百樹 :遺伝子研究とチンパン

ジー､鵜殿俊史 :三和チンパンジーの繁殖尖紙と

. 現状､′ト寺重孝 :日本モンキーセンターの40年､
ジョゼフ･ア-ウイン:アメリカの大型琉人狼:

現状と将来展望(英語講演)｡

第二部は,五つの交流分科会をおこなった｡

A:動物園･博物館関係者の賂い (担当:吉原桝
一郎 ･伊谷原-).B.'野生保全に関わる典い(担
当 :山越 言)､C:ゴリラのブリーディング
ローンを考える (担当:山極寿-､吉原正人､用.

鳥英俊).D:エンリッチメントの若手研究者の災

い:インターネットを使った動物園間の情報交換

システムの構築に向けて(世話人:森村成樹 ･落

合知美 ･前田典彦).E:ビジネス･ミーティング

(チンパンジ-委員会)である｡

第三部は､r類人桧飼育における環境エン

リッチメントへのアプローチJと超し.環境エン

リッチメントのさまざまなくふうについて情報交

-92-



捜した.東京多摩.札幌円山.横浜ズーラシア､

林原博物館など､瓜近の新しい試みや将来桐怨に

ついての話相である｡企画者 :吉田桝一郎(東京

多摩動物公園).伊谷原-(林原何物餌)｡

帥抗は､川端裕人:アメリカにおける現墳エ

ンリッチメントの展開状況､日橋一昭 :飼育係

の環境エンリッチメントに対する意孤調査､島原

ml樹:多摩の新チンパンジー合にかけた夢､佐藤

正吉 ..多摩動物園の事例の設計する側からの一

冒.披辺別行 :札幌円山新類人猿合への要望､堀

用皿任 :札幌円山の構想を図面に-設計者の苦

節-. 勝村突 :横浜ズ-ラシアの動物舎設計.

伊谷原-:展示のエバリュエーションについて｡I

m四部は.r野生保全への多様なアプロ-チ｣

と増し,野生生物保班の現状とさまざまな試みを

紹介し方法論について考えた｡企画者:上原菰男

(京都大学霊長類研究所).山稜寿-(京都大学 ･
哩).山越 言(京都大学･AA地域研究科),中村
英知夫(日本モンキーセンター)｡

描法は､小林聡史 :誰のための自然保頂か?

-アフリカにおける保讃区-､ジェームズ･ワキ

バラ:類人猿保漆の一発を担う地域住民:タンザ

ニアの国立公園管理における取り組み方の変化

(英さき講演)､加納隆至 :タンザニアにおける分布

限界域のチンパンジーの現状と保讃.橋本千絵 :

無鞘雨林の利用と保:Bとの両立にむけて-ウガン

ダ･･カリンズ森林の不例-､山極寿-:カフジ山

で起きたゴリラの虐殺､山越 言 :野生生物保全

括勤と地域住民のくらし-ギニア共和国ニン '̂･

ポッソウ地域の事例から-､鈴木 晃 :オラン

ウータン孤児の密輸入とインドネシア･カリマン

タンの森林保許｡以後のプログラムは､COE団

防シンポジウム r類人猿の進化と人類の成立｣

(竹中 修大会委員長)と共同で実施した｡

節五部は､ポスター ･セッション｡サガのた

めの日本語発表は以下のとおり｡

吉原桝一郎･島原直樹･佐藤正吉 :東京都多摩動

物公園のチンパンジーと新合の構想､渡辺別行･

堀田Ei任 :札幌円山動物園のチンパンジーと新

別人校合の柄想､堀 浩 ･勝村 突 :横浜ズーラ

シアの動物舎設計､伊谷原一･森村成樹･不破紅

料 :林原別人損研究センターとチンパンジーた

ち､門田智恋英:わんば-くこうちアニマルラン

ドにおけるチンパンジーの環境エンリッチメン
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ト､堤 秀世:伊豆シャポテン公団における現墳

エンリッチメントの拭み.宮沢 何 :那glワール

ドモンキーバークとチンパンジーたち.熊崎m

刺.前田曲彦 :京ホ大学霊長Ei研究所のチンパン

ジー飼育施設と現墳エンリッチメントの試み.近

家千聡 ･松沢哲郎 :飼育チンパンジーの食物の好

み-100品日の噂好テスト-.上野吉一 ･落合知

美:カニクイザル ･オス個体の再ベアリングの試

み:プレイケージの利用､森村成樹 ･落合知美 ･

前田典彦:インターネットを使った情報開示の突

際例｡

第六部は.記念講演｡紹介 :長谷川寿- (東

京大学総合文化研究科)｢オランウータンとわた

し｣を訳して｡言辞読者 :ビルーテ ･ガルディカ

ス､前項 :野生オランウータンとともに一失わ

れゆくエデンの閲から｡

期間を通して.約300人の参加者があり､盛

況だった｡なお､昨年の第1回サガ ･シンポジウ

ムの成果が.r霊長切研究｣節15巻2号に特典号

として公表された.参照されたい｡

(文Tt:松沢哲郎)

COE国際シンポジウム

r類人猿の進化と人類の成立J

COElnternationalSyrnposium uEvotutionofthe

ApesandtheOriginoftheHumanBeings"

日 時 :1999年11月18日(木)～20日(土)

場 所 :犬山国際悦光センター rフロイデ｣

参加者 :130名

文部省科学研究狩.COE形成韮礎研究柁r斯

人猿の進化と人類の成立｣の授助による国際シン

ポジウムを､平成11年11月18日より20日までの

3日間犬山市の国際紋光センターrフロイデ｣にて

開催した｡霊長規研究所の竹中 修を組枯委員会

委員長､同じく松沢哲郎および京都大学理学研究

科の山棟恭一をプログラム担当とした｡霊長類研

究所の林 基治.大将秀行,浜田 稜､三上章允

が会場.実際の運営,渉外を担当した｡招待講演

は国外から22名､国内からの4名に加え.一般参

加は国外の7名､国内からの97名､合計130名に

およんだ｡国外からの参加者は10カ国を数えた｡

本邦に留学中の学生の参加等を加えると.外国か



らの参加は40名､15カ国を越えた｡一方それら

の若い研究者には､ポスター発表の場を提供し､

加えて午後の一時間半程度をポスターの内容を口

輔で発表する場を提供したのもシンポジウムを活

発なものとした｡

r人間とは何か｣という命是副ま.科学技術の急

速に進展する現代社会の中でひときわ重要性を増

してきている｡近年の霊長類学は､霊長類の一員

としてのヒトを他の霊長類との相違点および類似

点から明らかにしてきたが.人類進化の過程が解

明されたとは言い難い｡類人猿に関する研究はそ

の行動や.生態,社会,認知機能に関して多くの

研究がなされて来ており近年は遺伝子のレベルで

の研究,近い将来には非侵鶴的な測定手段による

脳の研究も盛んになるであろう｡

具体的には生態､行動､進化人類学(古人類

学､分子)各8超ずつ計24題の発表とした｡転入

始のフィールドでの生態や社会行動の観察研究で

は､テナガザルのベアー外婿も含む社会構造に関

する新しい知見､野生オランウータンの道具使用

等の発表があった｡認知機能に関する研究では道

具使用とシンボル使用について､ヒトと大型類入

校だけが可能であり､小型類人猿やマカクでは困

難であることの実証と理論的説明として階層処理

モデルの提出があった｡ボノボの研究では近年注

目されている｢心の理論Jと呼ばれる他者の心の理

解についでもボノボでは他者の心の理解が可能で

あることを示唆する実験の紹介があった｡

分子レベルでの研究では､類入校の地域差､

放人娘進化の過程でのゲノムの大きな変化､血液

型帖紙粉人猿での進化と新しい系統樹の作成方法

の発表が行われた｡

本シンポジウムではテナガザルを含む類人猿

に関して､広祇な研究分野における最新の成果の

発表があった｡また本COE形成基礎研究費と同

様に.ドイツのマックスブランク進化人類学研究

所においては,大型類人猿4種の飼育と､行動学

から分子生物学にわたる広範囲の研究が企画さ

れ､アメリカニューヨークの研究グループは動物

園の協力によりエイジング研究､死亡個体の脳の

研究等､類人猿を対象とした大型プロジェクトが

立ちあがりつつあり､それらの研究組続との意見

交換も成果の一つであった｡

招晴着とは昼食の時間帯をビジネスミ-ティ

ングと名付け.特に類人猿保芸劉こついて今後の取

り組み方について討議した｡退伝学的にも.行動

でもこれほどヒトとは近い関係を持つ彼らの生息

域の保全､またヒトに近いが故に実験動物として

侵襲的な研究への使用を禁止する計画等.霊長類

研究者として今後広くコンセンサスを得て行かな

ければならない問題について活発な議論が出来た

ことは有意義であった｡

(文資 :竹中 修)

ボノボの保護に関するワークショップ

BonoboPopu一ationandHabitatViabiljty

AssessmentWorkshop

日 時 :1999年11月21日(日)～22日(月)

場 所 :犬山国際観光センター ｢フロイデ｣

参加者 :約20名

1999年11月21日､22日の両日､犬山市の国

際観光センター ｢フロイデJにおいて､IUCN

(国際保譜連合)のCBSG (Conservation

BreedingSpecialistGroup)ボノボの保班に関

するワークショップ (BonoboPopulationand

HabitatViabilityAssessmentWorkshop)那

開催された｡ボノボの研究者やボノボの保班関係

者ら約20人が集まり､ボノボの生息地における

現状とこれからの保謹活動をどうするかという点

を議論した｡Vortexという人口動態シミュレー

ションにかけるために,今までの研究で得られた

ボノボの人口動態のデータを討議するワークグ

ループと､ボノボの現在の生息状況と生存に対す

る脅威を検討するワークグループに分かれて話し

合われた｡最後に､全員でボノボの保班のための

行動計画について話しあった｡参加者は以下の通

り｡

SallyJ.Coxe,BonoboConservationInitiative

JefDupain,RoyalZoologicalSocietyof

Antwerp

LindaVanEIsacker,RoyalZoologicalSociety

ofAntwerp

JosephErwin.GreatApeAgingProject

BarbaraFmthMax-Planck一mstitutSeewiesen

ShihoFujita,PrimateResearchInstitute.

KyotoUniversity
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TakeshiFuruichi.Meiji-GakuinUniversity

MiyaHamai.PrimateResearchInstitute.

KyotoUniversity

ChieHashimoto,PrimateResearchInstitute.

KyotoUniversity

MichaelHuffman.PrimateResearchInstitute.
KyotoUniversity

Gcn●王childani.GARI,HayashibaraMuseum
forNaturalScience

TakayoshiKano,PrimateResearchInstitute,

KyotoUniversity

MikLMatsubara.PrimateResearchInstitute.

KyotoUniversity

PaulRaffaele.Reader'SDigest

NormRoserLConservationBreedingSr肥Cialist
Group,IUCN

SueSavage-Rumbaugh.LanguageResearch

Center,GeorgiaStateUniversity

UlieSeatConservationBreedingSpecialist

Group.IUCN

YasukoTashiro,PrimateResearchInstitute.

KyotoUniversity

JoThompson,LukuruWildlifeResearch

Project

RussellH.Tuttle,UniversityofChicago

ShigeoUehara.PrimateResearchlnstitute.

KyotoUniversity

RichardWrangham,HarvardUniversity

TakashiYoshida,LanguageResearchCenter.

GeorgiaStateUniversity

(文穴:加納隆至)

COE国際シンポジウム

r認知と言語の系統発生｣

COElntemationalSymposiumon〟phylogenyof.

CognitionandLanguage"

日 時:2000年3月2日(木)～3月5日(日)

場 所 :愛知県犬山市.犬山国際現光センター

"フロイヂ●および京都大学霊長軌研究所

参加者:約70名

プログラム

2000年3月2日(於 :犬山国際晩光センター)
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OpeningRemarks:ShozoKojima(Directorof

PrimateResearchInstitute,KyotoUniv.)

P一enaryoralsession1

Chair:TetsuroMatsuzawa(KyotoUniv.)

JamesR.Anderson(Univ.Stirling)Selfand

othersinnonhum'lnprimates:Aquestion

ofperspcctivc?

Shojiltakura(OitaUniv.NursingandHealth

Sciences)Visualattentionfollowing:From

exogenouslytoendogenously.

RichardW.Byrne(Univ.St.Andrews)How

primateslearnnovelcomplexskilIs:The

evolutionaryoriginsofgenerativeplanning?

Youngoralsession1
Chair:Shojiltakura(OitaUniv.N&HS)

SatoshiHirata(KyotoUniv.)Understanding

of也eo山ers●knowledgeinchimpanzees.
DuncanLCastles(Univ.Tokyo)Using

anxietytounderstandprimatesocial

relationships.

TatyanaHumle(Univ.Stirling)Tool-usein

wildchimpanzeesatBossou,Guinea.West

Africaandinneighbouringcommunities.
HiromiKobayashi(KyotoUniv.)Evolution

ofhumaneyeasadeviceforcommunication
MasakoMyowa-Yamakoshi(KyotoUniv.)

Evolutionaryfoundationanddevelopment
ofimitation.

MauraLuciaCelli(KyotoUniv.)Learning

processesoftooluseincaptivechimpanzees.

ElsaAddessi(Inst.Psychol.,CNR)Social

facilitationintheacceptanceofnovel

foods:Doeswhattheotherareeating

matter?An experimentinCcbuszZPeJIa

3月3日(於:犬山国際祝光センタ-)

P一enaryora一session2
Chair:TcsturoMatsuzawa(KyotoUniv.)

KazuoOkanoya(ChibaUniv.)Finitestate

syntaxinBengalesefinches:Frombirdsong

tomeoriginoflanguage.

ShozoKojima(KyotoUniv.)Categorization



ofsound,onomatopoeiaandnameof

objects:IntegrationofhumanPETand

cI止mparはeelanguagestudies.
CharlesT.Snowdon(Univ.Wisconsin)Social

influencesonprimatevocaldevelopment
andcommunication.

PJenaryoralsession3
Chair:MasakoJitsum Ori(ChibaUniv.)

ⅠverH.Ⅰversen(Univ.NorthFlorida)

Computerizeddrawing,sorting,and

fingcrmazetasksforchimpanzees.

MasayukiTanaka(KyotoUniv.)Visual

perceptionofnaturalobjectsinchimpanzees

(PantrogJbdytes).

EdwardA.Wasserman(Univ.Iowa)Same-

di汀erentconceptualizationbypigeonsand
baboorla

Youngora一session2
Chair:KazuoFujita(KyotoUnlV.)

Akihirolzumi(KyotoUniv.)Perceptionof

sensoryconsonanceofchordsinJapanese

monkeys.
Satorulshikawa(KyotoUniv.)Auditory

catcgorizationinplgeOnS.

KazuhidcHashiya(Univ.Tokyo)Auditory-

visualintermodalrecognitionofhuman

individualsbyachimpanzee.
ClaudiaSousa(CoimbraUniv.) Food

prererencemeasuredbytokensasexchange

toolsinchimpanzees.
TesseiKobayashi(Univ.Tokyo)Rat's

num ericalabilityexplored:Identificationof

ordinalnum bers(Std-I2th).

DoraBiro(OxfordU山V.)Theuseofnumerical

symbolsandconceptsbyachimpanzee

(PanLrDglbdytes).

LoriMarkson(MIT)Rapidlearninginhum an
infantsandchudren.

3月4日(於 :霊長研)

plenaryoralsession4
Chair:MasakiTomonaga(KyotoUniv.)

Hideko Takeshita (Shiga Pref.Univ.)

DevelopmentofIXBtural托aCdonsandobject

manipulation in primate infants:

htercomectiontxtweenIXBtureSandmanual
acdons.

FeiXu(Nor山eastemUniv.)Numberconcepts:

Comparativeanddevelopmentalapproaches

DorothyM.Fragaszy(Univ.Georgia)Cognitive

developmentacrossprimates:Ethological
considerations.

Youngora一session3
Chair:MasakiTomonaga(KyotoUrdv.)

BrianHare(HarvardUniv.)Chimpanzees

knowwhatconspecificscanandcannot
Se巳
DeborahM.Custance(Univ.London)Social

learningofartificialfruitprocessingin

eightspeciesofprimates
LぬA.Parr0:moryUhiv.)Matcl血唱-tC>meaning:
Emodondawarenes inchiI抑 S

NobuyukiKawai(KyotoUniv.)Short-term

memoryinsymbluseinachimpaJ㍑ee.
DaisukeKosugi(KyotoUniv.)Recognitionof

causalityinhumaninfants.

JulieS.Johnson-Pynn(BerryCollege)The

sourcesofskillinseriatingnestingcupsin

children,apes,andmonkeys.

3月5日(於 :霊長研)

PJenaryoralsession5
Chair:ShigeruWabnabe(KeioUniv.)

KazuoFujita(KyotoUniv.)Perceptionof

partlyoccludedobjectsinpigeonsand

pnmates.
MasakoJitsumori(ChibaUniv.)Visual

categorizatiomandprototypeeffectsin

plgeOnS.
RobertG.b k(TuftsUnlV.)Visualstructure

andintelligenceinpigeons.

PJenaryoralsession6
Chair:YoshioSakurai(KyotoUniv.)
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J(克lFagot(CNRS)Visualcognitioninhumans
andbaboons.

MasakiTomonaga(KyotoUniv.)Visual

searchbychimDanZeCS(Pz]nEtlDgJodytes).

ShigeruWatanabe(KeioUniv.)From

comparativecognitiontocomparative

cognitivescience.

TctsuroMatsuzawa(KyotoUniv.)Chimpanzee

intelligenceinthelaboratoryandinthe
wild.

本COE国際シンポジウムでは.霊長類研究

所の松沢哲郎を組紙委員会委員長.友永雅己を副

委fl長として､学内外から小dJ.白描三(霊長研).千

安相生(孜青学研究科),藤田和生(文学研究科),

腔辺 茂(虞応大学文学部)､突森正子 (千茄大学

文学部)らによって組枯委員会を構成し.企画 ･

運営にあたった｡また.実技については霊長類研

究所の田中正之､川合伸幸､明和政子,平田 聡.

酒井道子らが会場での運営､渉外などを担当した｡

今回のシンポジウムでは.認知の多様なあり

方やわれわれヒトが持つ言語といった高次の認知

機能の進化的起源を学際的に検討しようとする

｢比較認知科学(comparativecognitivescience)｣

の視点にたって.内外の研究者を招き.計8つの

セッションにおいて39題の講演がなされ,活発

な試論が行われた｡トピックは霊長Flにおける社

会的知性､ トリや霊長類における音声コミュニ

ケーションとそのヒト言語の進化とのかかわり､

トリや霊長類における祝知覚や視覚認知.ヒトを

含む霊長類の認知･浮動発達.など非常に多岐に

わたるものであった｡これらの講演から､比較認

知研究という比較的若い研究紹域における最近の

研究の進展について様々な観点から総括すること

ができた｡また､本シンポジウムでは霊長類の研

究者だけでなく､霊長類以外の動物を対象にした

研究者やヒトの認知発達の研究者も多数招いた｡

さらに､突放宝研究だけでなく､野外での研究に

も誼点をおき､これらの研究の間の相互理解を深

め.新たな視点を串き出すであろうgi要な試論が

なされた｡特に､欧米の研究者にはまださほど浸

透していない日本の研究者による完成度のD;い研

究が数多く発鼓され 日本でのこの研究幻域の円

の拓さが認識され､欧米の比較認知研究者との交
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流が深められた｡さらに.本シンポジウムの大き

な特徴のひとつとして､内外の若手研死者を多数

招き.彼らの研究発衣の均を3セッション設ける

ことにした｡内容は荒削りではあるが.非常に姉

妹深いものが多く､また.若手研究-群･問の交流や,

より年長の研究者との問の直接的な誠治の喝を提

供することが可能となった｡

本シンポジウムでは､比較認知研究の内外の

最前線で括椛している研究者.次代を担う若手研

究者､そして日欧米の研究者が一同に会し.非常

に活発かつ沸密で実りのある議論が展開された｡

おそらく.今校の比較認知研究にとって非常に大

きなマイルストーンになったのではないかと考え

ている｡

(文責 :友永雅己)

3.外国人研究員
氏 名:Suryobroto,Bambang

受入教官 :折田 穣

研究課招 :巾,止技研指掌紋にみられる非対称生

招へい期間 :1999年6月15日～2000年2月14日

氏 名:HamJim-Soon

受入致官 :竹中 修

研究課題 :マカカ属サルのLDLレセプター遼伝

子に関する研究

招へい1g]間 :1999年5月25日～2000年2月24日

氏 名:Rakotoarisoa,Gubert

受入枚官 :川本 芳

研究課題 :遺伝的手法を用いたマダガスカル産原

猿類の系統に関する研究

招へい期間 :1999年6月10日～1999年10月9日

氏 名:Kay.RichardFrederick

受入教官 :高井正成

研究課題 :化石広鼻狼類の形態学的研究

招へい期間 :1999年8月9日～1999年11月21日

外国人研究員 (客員教授)

氏 名:HuffmarLMichaelAlan

所 属 :人知進化モデル研究センター

相 関 :1999年4月15日～1999年12月31日



4.非常勤研究員 (氏名:採用期間)
川合 伸幸 :1999年4月1日～2000年3月31日

嶋田 誠 :1999年4月1日～2000年3月31日
前橋 弘之 :1999年4月1日～2000年3月31日

栖本 千絵 :1999年4月1日～2000年3月31日

5.研究支援推進員 (氏名:採朋間)
伊藤 和子 :1999年4月1日～2000年3月31日
梅田 恵子 :1999年4月1日～2000年3月31日
梅田せつ子 :1999年4月1日～2000年3月31日

小田 晶子 :

鈴木賀寿子 :

鈴木 益旗 :

長谷川洋子 :

松浮美津子 :

渋谷 道子 :

大蔵 裕子 :

加藤 朱美 :

平井百合子 :

堀尾由紀子 :

中野千枝子 :

1999年4月1日～2000年3月31日
1999年4月1日～2000年3月31日

1999年4月1日～2000年3月31日
1999年4月1日～2000年3月31日

1999年4月1日～2000年3月31日
1999年6月1日～2000年3月31日

1999年8月16日～2000年3月31日
1999年8月16日～2000年3月31日
1999年8月16日～2000年3月31日
1999年8月16日～2000年3月31日

1999年8月16日～2000年3月31日

Ⅴ共 同利 用 研 究

1.概 要
昭和57年以来､研究課題として ｢計画研究J

並びに r自由研究Jを併置し､昭和62年度には

r資料提供｣を設置した｡さらに平成6年度から

r所外供給｣を新たに設置し､これらに係る共同

利用研究が実施されている｡

｢計画研究｣とは､本研究所内推進者の企画

に基づいて共同利用研究者を公募するもので､

個々の ｢計画研究｣は3-5年の期間内に終了し.

まとめた成果を公表する｡

｢自由研究｣とは ｢計画研究｣に該当しない

プロジェクトで､応募者の自由な着想と計画に基

づき所内対応者の協力を得て､継続期間3年を目

処に研究が実施されている｡

rfi料提供｣とは､資料 (体液､臓器.筋肉､

毛皮､歯牙 ･骨格.排継物等)のみを提供する共

同研究として実施されている｡

r所外供給Jとは､本研究所以外の研究機関

で行うことがより適切な研究のために､生体のサ

ルを所外に供給するものである｡

平成11年度の計画課題,応募並びに採択状

況､研究会等の概略は以下のとおりである｡

(1)計画研究
(実施予定年度 :課題推進者､下線は代表者)

1.霊長類の発生 ･発達 ･加齢に関する研究

平成9年度～11年度 :

林 其治 ･小嶋群三 ･坊田 穣 ･中村克樹 ･

清水慶子 ･大蔵 聡

霊長類の発生 ･発達 ･加齢にともなう迫伝子､

細胞､器官､組続における変化を調べるとともに

知覚,認知､学習.行動等個体レベルの変通過程

を明らかにし､霊長類の個体発達の特徴を考察す

る｡

2.ヒヒとマカクの比較生物学

平成9年度～11年度 :

庄武孝養 ･川本 芳 ･平井啓久 ･相見 浦 ･

松林清明

これまでの研究で霊長類の分類群間の迫伝拒船

は他生物群のそれに比べて著しく小さいことが指

摘されている｡ここでは,ヒヒとマカクに焦点を

あて両者の遺伝学的,形態学的､生理学的等の特

性を検索､比較し､上述した霊長類の特殊性が何

に起因しているかを探る｡

3.霊長類などの寒冷適応に関する研究

平成10年度～12年度 :

片山一道 ･川本 芳 ･相見 浦 ･波速邦夫 ･

毛利俊雄

霊長類などの動物種が本来の生活環境を離れ
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